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今月のみどころ
・塩の華リニューアルオープン
・「母さん助けて詐欺」に注意

【くらしのカレンダー】
・ふじかわ夏祭りR52開催！
・ 「よりみちマーケット」リ
ニューアルオープン！

みんな一斉によーい　ドン！
（６月11日　どろんこ運動会　たんぽぽ子どもの家）



　
国
道
52
号
沿
い
の
鬼
島
地
区
の
高

台
に
建
ち
、
富
士
川
舟
運
の
歴
史
を

彷
彿
さ
せ
る
白
い
蔵
造
り
の
交
流

セ
ン
タ
ー
「
塩
の
華
」
は
、
平
成
14

年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
11
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
地
産
地
消

の
精
神
を
大
切
に
、
地
元
農
家
の
新

鮮
・
安
全
・
格
安
な
農
産
物
の
販
売

や
、
手
作
り
で
人
気
の
「
小
麦
ま
ん

じ
ゅ
う
」、
昔
懐
か
し
い
「
ね
じ
り

菓
子
」
な
ど
の
加
工
品
の
販
売
な
ど

に
よ
り
、
来
訪
者
か
ら
の
好
評
を
博

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
塩
の
華
」
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
10

年
余
。
こ
れ
ま
で
県
内
外
か
ら
来
訪

さ
れ
る
お
客
様
か
ら
、
多
種
多
彩
な

声
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
元
野
菜
を
は
じ
め
と
す
る
商
品

の
品
質
管
理
や
、
売
り
場
が
狭
隘
な

た
め
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
品
物

を
選
べ
な
い
。
出
入
口
が
自
動
ド
ア

で
は
な
い
た
め
両
手
に
買
い
物
袋
を

持
っ
て
い
る
状
況
で
は
不
便
で
あ

る
。
な
ど
と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
お
客
様
の
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
塩
の
華
オ
ー
プ
ン
か

ら
11
年
目
を
迎
え
た
本
年
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
と
床
の
張

り
替
え
、
陳
列
台
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
併
せ
て
店
舗
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の

変
更
、
出
入
口
の
自
動
ド
ア
化
な

ど
に
よ
り
、
お
客
様
の
動
線
を
確
保

し
、
分
か
り
や
す
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ゾ
ー
ン
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

魅
力
あ
る
売
り
場
づ
く
り
と
お
も
て

な
し
の
心
に
よ
る
運
営
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
7
月
1
日
か
ら
の
塩
の
華
・
つ
く

た
べ
か
ん
の
運
営
は
、
指
定
管
理
者

と
し
て
㈱
富
士
川
に
委
託
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
委
託
先
の
㈱
富
士
川

は
、
観
光
関
連
施
設
に
よ
る
観
光
振

興
、地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
や
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
一
体
的
に
管
理
運

営
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
5
月

に
町
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
会

社
で
す
。

　
今
後
も
、効
果
的
な
事
業
の
展
開
、

継
続
を
担
う
と
と
も
に
、
安
定
的
な

経
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
富
士
川
町
交
流
セ
ン
タ
ー
「
塩
の
華
」
は
、
平
成
14
年
11
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
採

れ
た
て
、
イ
キ
イ
キ
地
元
産
の
新
鮮
野
菜
や
特
産
品
の
販
売
を
メ
イ
ン
に
、
地
元
の
皆

様
や
多
く
の
観
光
客
に
愛
さ
れ
、
本
年
11
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
本
号
で
は
、
オ
ー
プ
ン
以
来
初
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
す
る
塩
の
華
の
改
修
内
容

や
町
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
「
株
式
会
社
富
士
川
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

7/6（土）リニューアルオープン

白
亜
の
殿
堂
も

誕
生
か
ら
11
年
目

お
客
様
か
ら寄せ

ら
れ
た
声

お
客
様
の
声
を

反
映
し
た
店
舗
形
態
へ

町
の
直
接
運
営
か
ら

　

指
定
管
理
委
託
へ

～塩の華・つくたべかんの運営は

㈱富士川に指定管理へ～

～塩の華・つくたべかんの運営は

㈱富士川に指定管理へ～
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町
で
は
、
来
年
7
月
オ
ー
プ
ン
予

定
の
「
道
の
駅
富
士
川
」
や
「
塩
の

華
」「
つ
く
た
べ
か
ん
」（
以
下
、
観

光
関
連
施
設
）
の
運
営
は
、
今
後
の

財
政
負
担
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
身

の
丈
に
あ
っ
た
効
果
的
な
運
営
に
よ

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
運

営
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
観
光
関
連
施
設
に
お
け

る
公
益
部
門
、
収
益
部
門
の
業
務
内

容
、
施
設
の
管
理
運
営
方
法
を
検
討

し
た
結
果
、「
地
元
雇
用
、
農
産
物

の
販
路
拡
大
が
可
能
」、「
地
域
の
人

材
や
資
源
の
活
用
」、「
利
用
者
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
直
ち
に
対
応
可
能
」、

「
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
」
で
き

る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
民
間

人
の
社
長
に
よ
る
民
間
感
覚
で
、
一

体
的
な
経
営
が
で
き
る
株
式
会
社
の

設
立
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

全
国
公
募
に
よ
る
社
長
選
考

　
そ
こ
で
本
年
2
月
に
、
観
光
関
連

施
設
の
一
体
的
な
経
営
を
担
う
人
材

と
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
経

営
感
覚
、
柔
軟
な
発
想
力
・
企
画
力

な
ど
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
能
力

を
即
戦
力
と
し
て
発
揮
し
、
地
域
と

と
も
に
会
社
を
経
営
で
き
る
方
を
全

国
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　
論
文
審
査
、
個
人
面
接
な
ど
を
行

い
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
経
営
感

覚
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
は
じ
め
、

観
光
振
興
や
地
域
の
活
性
化
に
対
す

る
考
え
な
ど
、
企
業
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
資
質
を
見
極
め
、
居
村
一
彦
氏

を
社
長
に
選
考
し
ま
し
た
。

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

効
果
的
な
事
業
展
開

　
観
光
関
連
施
設
の
管
理
運
営
の
基

本
方
針
を
基
に
、
民
間
感
覚
・
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
独
立
採
算
性

の
確
保
や
施
設
の
目
的
を
踏
ま
え
た

効
果
的
な
事
業
の
展
開
・
継
続
を
担

う
た
め
に
、
町
と
設
立
賛
同
者
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
得
て
、「
株
式
会

社
富
士
川
」
が
5
月
23
日
に
誕
生
し

ま
し
た
。

記念イベント開催！
　塩の華リニューアルオープンを記念
し、7月6日（土）、7日（日）の2日間、
「塩の華リニューアルオープン記念感
謝祭」を開催します。
　期間中は、「よさこいソーラン」、「甲
州YOSAKOI凛舞増穂」「まほらの郷
鷹座巣小林八幡太鼓」「鰍沢ばやし」
などの郷土芸能の競演、レシート合計
1,000円ごとに抽選の上、町特産品な
どが当たる「お楽しみ抽選会」をはじ
め、「米のすくい取り大会」（平林活性
化組合）、「つきたて柚子餅」の販売、
「ミニ小麦まんじゅう」の無料配布、
金魚すくい、風船プレゼントなどを実
施します。皆様のお越しをお待ちして
おります。

★ 7月 6日（土）
 8：30 オープニングセレモニー
 9：00 リニューアルオープン
 まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓
 鰍沢ばやし
 よさこいソーラン
13：00 甲州 YOSAKOI 凛舞増穂
 米のすくい取り大会
 お楽しみ抽選会
★ 7月 7日（日）
10：00、14：00　お楽しみ抽選会
※内容変更の場合あり

◆問い合わせ先
　塩の華
　☎20－2111

Q　
ど
の
よ
う
な
経
営
を
目
指
し
ま

す
か
？

A　
商
業
施
設
は
変
化
し
続
け
る
こ

と
に
よ
り
「
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
し
、
満
足
を
超
え
た
感
動
を
し
て

い
た
だ
く
か
に
尽
き
る
」
と
い
う
の

が
、
私
の
店
舗
運
営
の
基
本
的
な
姿

勢
で
す
。

Q　
町
の
活
性
化
に
向
け
た
対
策
は

あ
り
ま
す
か
？

A　
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
一
つ
の

方
策
で
す
。
町
と
民
間
協
働
で
特
産

の
ゆ
ず
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
原

材
料
と
し
た
商
品
開
発
を
行
い
付
加

価
値
を
付
け
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
最
後
に
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

A　
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
た
経
験
や

知
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

観
光
関
連
施
設
の
連
携
に
よ
り
、
観

光
振
興
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

株
式
会
社  

富
士
川
を
設
立

居村一彦氏 Profile
36 年間にわたり高速道路サービ
ス施設の管理運営に携わり、高速
道路の商業施設の価値を高めるた
めに活躍。韮崎市在住 59歳。

居
村
社
長
へ

　
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

□
会
社
概
要

①
商
号　

株
式
会
社
富
士
川

② 

本
店
所
在
地　

富
士
川
町
青

柳
町　

1
6
5
5
番
地
3

③
事
業
目
的

・ 

公
共
施
設
の
維
持
管
理
運
営

等
に
関
す
る
受
託
業
務

・ 

地
域
特
産
品
の
開
発
、
販
売

に
関
す
る
業
務

・ 

め
ん
類
、
菓
子
類
等
の
加
工

品
の
製
造
、
販
売
に
関
す
る

業
務
な
ど

観
光
関
連
施
設
を
管
理
運
営
す
る

株
式
会
社  

富
士
川
を
設
立
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女性は
妊娠前に

女性は
妊娠前に

・風しんまたはMRワクチンの予防接種をご検討ください。
・ 接種後2カ月は避妊が必要です。接種回数は子どもの頃の接
種も含め2回です。

成人男性は成人男性は
・ 風しんにかかったことがない方、風しんの予防接種を受けて
いない方、どちらも不明の方は、風しんまたはMRワクチン
の予防接種をご検討ください。
・2回接種しても問題はありません。

◆問い合わせ先　福祉保健課　健康増進担当　☎22－7207

・妊婦は風しんの予防接種は受けられません。
・ 妊婦の家族は風しんまたはMRワクチンの予防接種をご検討
ください。
・ 1歳児と小学校入学前1年間のMRワクチンは、法律で定め
る定期予防接種です。お子さんの予防接種はお済みですか。

※ 風しんの予防接種ははしか（麻しん）も共に予防できる麻しん風しん混合（MR）ワクチンで受けることをお奨
めします。

妊婦と
その家族は

妊婦と
その家族は

未来の赤ちゃんを風しんから守るために、
予防接種（ワクチン）は有効な予防方法です。

　町では、風しんの免疫力を高めることで流行拡大を防ぎ、「先天性風しん症候群」
を予防することを目的として

風しん予防接種費用の一部を助成します。
◆　助成対象者： 町内に在住の 20～ 49歳の方
 ※ 風しんにかかったことがなく、風しんまたはMRワクチンの接種を受けた

ことがない方

◆　助 成 金 額： 風しんまたはMRワクチンの費用の 1/2（上限 5,000 円）
 （生活保護世帯の方は全額助成）

◆　助 成 期 間： 平成 25 年 7月 1日～平成 26年 3月 31日
 （ 平成 25 年 4月 1日～ 6月 30 日までに接種をされた方についても助成を行

いますのでご連絡ください。）

◆　助 成 方 法： 接種を希望する方は、福祉保健課健康増進担当に申請をしてください。
  助成券を受け取ったあと、町の指定医療機関で接種ができます。
 （ 町の指定医療機関以外での接種をご希望の場合は、お問い合わせ

ください。）
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風しんとは、患者の咳や会話時のつばなどのしぶき（飛ひ沫まつ）を介して感染するウイルス感染症です。

　感染から 2～ 3週間（平均 16 ～ 18 日）の潜伏期間のあと、発熱、発
ほっ

しん、
リンパ節の腫れが現れます。基本的には病後の経過は良い病気ですが、高熱が続
いたり、血小板減少性紫斑病などの合併症により、入院が必要になることがあり
ます。

　風しんに対する免疫を持たない女性が妊娠中（特に妊娠 20週頃まで）に、
初めて風しんに感染した場合、お腹の赤ちゃんもウイルスに感染して、難聴、
白内障、先天性心疾患などの症状が現れる「先天性風しん症候群」という病
気を持った赤ちゃんが生まれる可能性があり、注意が必要です。

　昨年の報告によると、首都圏での報告が多く、患者の 7割以上は男性で、うち 20代～ 40代が
8割を占めました。山梨県内では、今年は 12人の報告があります。（平成 25年 5月 29日現在）
　平成23年度の国の調査では、20～40代の男性の15％が風しんの抗体を持っていませんでした。
また、20～ 40 代の女性の 15％が風しんの感染予防には不十分な低い抗体価であったといわれて
います。

　予防接種は、流行の万
まん
延
えん
を防ぐ有効な予防方法です。今回の流行の中心は成人男性

です。流行を抑えるには女性だけでなく、成人男性の予防接種が重要です。

どんな症状？

妊娠中は特に注意！

20～40歳代男性の風しん患者が増えています！

　※なお、現在予防接種希望者の増加に伴い、今夏以降にワクチンが一時的に不足することが懸
念されています。効果的な先天性風しん症候群の発生予防および今後の安定的な定期接種のため、
任意の予防接種は次の方を優先します。
　・妊婦周囲の方（特に夫）
　・妊娠希望者
　・妊娠する可能性の高い方　　以上のうち、抗体価が十分であると確認できた方以外。

STOP! 風しん!!STOP! 風しん!!
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今
年
の
5
月
に
、警
視
庁
よ
り
、

巧
み
な
電
話
誘
導
等
に
よ
っ
て
金

銭
を
騙
し
取
る「
振
り
込
め
詐
欺
」

が
、
新
名
称
の
「
母
さ
ん
助
け
て

詐
欺
」
へ
と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
名
称
に

変
わ
っ
た
そ
の
背
景
に
は
、近
年
、

犯
罪
手
口
が
巧
妙
化
し
、
犯
罪
被

害
者
や
被
害
額
が
増
加
傾
向
で
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
に
お
け
る
、
平
成
24
年
中

の
被
害
状
況
は
被
害
件
数
36
件
、

被
害
総
額
が
約
1
億
円
と
も
言
わ

れ
、
本
町
に
お
い
て
も
、
被
害
未

遂
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、「
母
さ
ん
助
け
て

詐
欺
」
の
防
止
対
策
と
し
て
、
防

災
行
政
無
線
を
活
用
し
、
放
送

で
繰
り
返
し
注
意
を
呼
び
か
け
た

り
、
ふ
れ
あ
い
1
1
0
番
の
家
連

絡
会
を
通
じ
て
防
犯
啓
発
の
促
進

を
し
た
り
と
、
的
確
か
つ
効
果
的

な
防
止
活
動
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
鰍
沢
警
察
署
で
は
、
詐

欺
被
害
防
止
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
し
て
、
一
部
の
地
域
に
配
布
し

被
害
ゼ
ロ
に
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
詐
欺
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
す
る
一
番
の
効
果
的

な
方
法
は
、
不
信
な
電
話
等
が

あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
家
族
や
警

察
署
に
相
談
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
自
分
自
身
が
、
各
種
詐
欺
の

特
徴
を
よ
く
理
解
し
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
べ
き
か
を
、
事
前
に
備

え
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

後
述
に
挙
げ
る
「
母
さ
ん
助
け

て
詐
欺
」
を
始
め
と
す
る
、
各
種

詐
欺
に
つ
い
て
特
徴
を
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
よ
く
理
解
を
し
て
、

詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
万
全

な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
を
見
破
れ
。

「
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
」に
注
意

　
「
俺
だ
よ
、俺
」
と
電
話
を
し
て
き
て
、電
話
を
受
け
た
方
が
、「
○
○
○
ち
ゃ
ん
？
」

な
ど
と
返
事
を
か
け
る
と
、「
そ
う
、
○
○
○
。
実
は
事
故
を
起
こ
し
て
お
金
が
必

要
に
な
っ
た
。
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
。」
な
ど
と
、
家
族
を
装
っ
て
、

指
定
し
た
銀
行
等
の
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
手
口
の
お
金
が
必
要
な
主
な
理
由
は
、

　
○　
借
金
の
返
済

　
○　
事
件
を
起
こ
し
た
（
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
、高
価
な
も
の
を
壊
し
た
な
ど
）

　
○　
交
通
事
故
の
示
談
金

　
○　
弁
済
費
用

　
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。　
そ
の
他
、
騙
し
の
き
ま
り
文
句
と
し
て

母
さ
ん
助
け
て
詐
欺

詐
欺
①

詐
欺
を
見
破
れ
。

母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
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○　
事
前
に
身
内
を
名
乗
り
、「
携
帯
の
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
か
ら
控
え
て
お

い
て
」
な
ど
と
連
絡
し
て
電
話
番
号
を
控
え
さ
せ
、
騙
す
電
話
を
す
る
時
の

警
戒
感
を
無
く
さ
せ
る
手
法
。

　
○　
あ
ら
か
じ
め
、「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
だ
と
思
う
け
ど
…
」
な
ど
と
言
っ

て
お
き
、
相
手
に
疑
問
を
抱
か
せ
な
い
手
法
。

　
○　
銀
行
等
の
閉
店
間
際
に
振
り
込
み
を
要
求
し
て
き
て
、「
時
間
が
な
い
」
と

言
っ
て
急
が
せ
る
手
法
。

　
○　
「
△
△
警
察
の
□
□
で
す
。
お
宅
の
ご
主
人
（
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
）
が

電
車
内
で
痴
漢
を
し
て
逮
捕
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
手
の
人
が
示
談
し
て
も
よ

い
と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、
至
急
○
○
万
円
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。」、

「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
と
マ
ス
コ
ミ
に
ば
ら
す
ぞ
。」
と
言
っ
て
困
惑
さ
せ

せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
○　
銀
行
の
振
り
込
め
だ
け
で
な
く
バ
イ
ク
便
業
者
や
直
接
代
理
人
を
自
宅
に
向

わ
せ
、
現
金
を
手
渡
し
さ
せ
た
り
、
定
形
小
包
郵
便
物
に
よ
る
送
付
等
の
受

渡
し
方
法
を
指
定
し
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
郵
便
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
不
特
定
多
数
の
者
に
対
し
、
架
空
の
事

実
を
口
実
と
し
た
料
金
を
請
求
す
る
文
書
等
を
送
付
す
る
な
ど
し
て
、
現
金
を
犯
人

が
管
理
す
る
預
金
口
座
等
に
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
騙
し
取
る
手
口
で

す
。
次
の
よ
う
な
も
の
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
こ
ん
な
メ
ー
ル
に
要
注
意
！
﹈

　
○　
携
帯
電
話
に
「
総
合
情
報
サ
イ
ト
の
情
報
料
が
未
納
」、「
退
会
手
続
き
が
さ

れ
て
い
な
い
」、「
個
人
情
報
削
除
金
」
等
、
心
当
り
の
な
い
請
求
メ
ー
ル
が

来
た
場
合
、
架
空
請
求
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
記
載
の

連
絡
先
に
電
話
を
し
た
場
合
、「
給
料
・
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」、「
法
的

処
置
を
と
る
」
等
、
現
金
振
り
込
み
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《問い合わせ先》鰍沢警察署生活安全係22－0110・防災課防災担当22－7218

﹇
こ
ん
な
ハ
ガ
キ
に
要
注
意
！
﹈

　
○　
自
宅
に
「
料
金
の
未
払
い
・
契
約
不
履
行
」・「
管
轄
裁
判
所
に
訴
状
申
し
立

て
」、「
差
出
人
△
△
消
費
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
」
等
と
心
当
た
り
の
な
い
、

ハ
ガ
キ
・
手
紙
が
届
い
た
場
合
、

　
架
空
請
求
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ガ
キ
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
に

電
話
を
し
た
場
合
、「
料
金
未
払
い
・
契
約
不
履
行
で
裁
判
に
な
っ
て
い
ま
す
」、「
弁

護
士
を
紹
介
し
ま
す
」
等
、
弁
護
士
に
な
り
す
ま
し
た
者
か
ら
現
金
の
振
込
み
を
請

求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
税
務
署
や
市
役
所
等
を
名
乗
り
、「
税
金
や
医
療
費
等
を
返
還
し
ま
す
」、「
今
日

が
手
続
き
の
締
め
切
り
日
で
す
」「
A
T
M
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
」
等
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
し
て
あ
る
A
T
M
に
行
か
せ
、
携
帯
電
話
で
還
付
手
続

き
を
指
示
す
る
ふ
り
を
し
、
実
は
犯
人
の
口
座
に
お
金
を
振
り
込
む
手
続
き
を
さ
せ

る
手
口
で
す
。

還
付
金
詐
欺

詐
欺
③

続
き

詐
欺
②

続
き

詐
欺
①

架
空
請
求
詐
欺

詐
欺
②

動
揺
し
な
い
、
慌
て
な
い
、
ご
家
族

や
ご
近
所
、
警
察
署
に
ま
ず
相
談
。

　
こ
の
よ
う
な
行
動
が
、
一
番
に
被
害
を
回
避
で
き
る
手
段
と
言
え
ま
す
。
お
金

に
絡
む
話
や
、
ご
家
族
以
外
の
人
に
言
い
に
く
い
話
で
あ
っ
て
も
、
疑
う
意
識
を

持
っ
て
、
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
で
一
人
暮
ら
し
の
ご
高

齢
の
方
が
い
た
場
合
な
ど
は
、
声
を
か
け
合
う
な
ど
し
て
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
被
害
防
止
を
働
き
か
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
鉄
則
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◆
受
付
期
間

　
平
成
25
年
7
月
23
日
（
火
）
か
ら
8

月
12
日
（
月
）
ま
で
。
役
場
総
務
課
窓

口
も
し
く
は
郵
送
で
受
付
ま
す
。

　
（
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

郵
送
の
場
合
は
8
月
12
日
消
印
有
効

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場
合

は
、
平
成
25
年
7
月
23
日
（
火
）
午
前

0
時
〜
8
月
6
日
（
火
）
午
後
5
時
15

分
ま
で
。
正
常
に
受
信
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

◆
試
験
日

　
9
月
22
日
（
日
）
第
1
次
試
験

◆
試
験
会
場

　
事
務
職
Ⅰ
と
土
木
職
お
よ
び
身
体
障

害
者
を
対
象
と
し
た
職
は
試
験
会
場
が

違
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
【
事
務
職
Ⅰ
】

　
山
梨
大
学
甲
府
キ
ャ
ン
パ
ス
（
甲
府

市
武
田
）

　
【
土
木
職
お
よ
び
事
務
職
Ⅱ
】

　
富
士
川
町
役
場
1
階
会
議
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
総
務
人
事
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
1

平
成
25
年
度

富
士
川
町
職
員
採
用
試
験
案
内

　
富
士
川
町
で
は
、
来
年
度
採
用
職
員
（
事
務
職
Ⅰ
、
土
木
職
、
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
職
）
の
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆採用職種および受験資格等
職　　　種 受　験　資　格 採用人数

事　務　職　Ⅰ
※統一採用試験

昭和 60 年 4 月 2 日から平成 4年 4 月 1 日まで
に生まれた者で、大学を卒業した者および卒業見
込みの者並びに同程度の学力を有するもの。かつ
富士川町内在住者または採用後富士川町内に在住
できる者

若干名
土 　 木 　 職
※富士川町単独採用試験

事　務　職　Ⅱ
【身体障害者を対象とした職】
※富士川町単独採用試験

自力による通勤ができ、かつ、介護なしに職務の
遂行が可能な者で、次の全ての要件を満たす者
・ 身体障害者手帳の交付を受け、1級から 4級ま
での者

・ 昭和 63 年 4 月 2 日から平成 8年 4 月 1 日ま
でに生まれた者で、高校を卒業した者および卒
業見込みの者並びに同程度の学力を有するもの

・ 富士川町内在住者、または採用後富士川町内に
在住できる者

・ 活字印刷分による出題に対応でき、口頭による
口述試験に対応できる者

1名程度

山梨県警察では、次のとおり警察官の
募集を行います。

◆募集職種
　 警察官A　昭和58年4月2日以降
生まれの大卒者、または平成26年
3月までに卒業見込みの者
　 警察官B　昭和58年4月2日から
平成8年4月1日までに生まれた
A区分以外の者
◆試 験 日
　1次試験9月22日（日）
◆受付期間
　7月29日（月）～8月23日（金）
　※ネット受付8月16日（金）まで

●問い合わせ先
　鰍沢警察署　☎22－0110

平成25年度自衛官等募集案内
募　集　種　目 資　　　　　　格 受 付 期 間

（締切日必着） 試　　験　　期　　日

一般曹候補生 18歳以上27歳未満の者 8月1日～9月6日 1次　9月16・17日
※いずれか1日を指定されます。

自衛官候補生
男子 18歳以上27歳未満の者 年間を通じて行ってお

ります。

大学生・一般社会人
9月7・8日（筆記試験・身体検
査・面接）
※いずれか1日を指定されます。
高校生
（筆記試験）9月16・17日
※いずれか1日を指定されます。
（身体検査・面接）
9月28・29日
※いずれか1日を指定されます。

女子 18歳以上27歳未満の者 8月1日～9月6日 9月23日
（筆記試験・身体検査・面接）

航空学生 高卒（見込含）21歳未満の者 8月1日～9月6日 1次　9月21日

防衛大学校
学生

推薦
高卒（見込含）21歳未満の、成績優秀かつ生
徒会活動等に顕著な実績を納め、学校長が推
薦できる者 9月5日～9月9日

9月28・29日

総合
選抜

高卒（見込含）21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

1次　9月28日

一般
（前期） 9月5日～9月30日 1次　11月9・10日

一般
（後期）

26年1月22日～
1月31日 1次　26年3月1日

防衛医科大学校医学科学生
高卒（見込含）21歳未満の者 9月5日～9月30日

1次　11月2・3日
防衛医科大学校看護学科学生

（自衛官コース） 1次　10月19日

高等工科学校
生徒

推薦
男子で中卒（見込含）17歳未満の、成績優秀
かつ生徒会活動等に顕著な実績を納め、学校
長が推薦できる者

11月1日～12月6日 26年1月11～13日
※いずれか1日を指定されます。

一般 男子で中卒（見込含）17歳未満の者 11月1日～
26年1月10日 1次　26年1月18日

貸費学生 技術
大学の理学部、工学部の3・4年次又は大学院
（専門職大学院を除く）修士課程在学（正規
の修業年限を終わる年の4月1日現在で26歳
未満（大学院修士課程在学者は28歳未満））

12月1日～
26年1月10日 26年1月25日

予備自衛官補

一般 18歳以上34歳未満の者 ①1月9日～4月3日
②7月16日～9月30日
※①で採用予定数を採
用した場合②は実施さ
れない場合があります。

①4月12～15日
②10月12～15日
※いずれか1日を指定されます。技能 18歳以上で国家免許資格等を有する者（資格

により53歳未満～55歳未満の者）

●南アルプス募集センター　☎055－283－5150

山梨県警察官採用案内
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後期高齢者医療保険料は、山梨県後期高齢者医療広域連合が定めた保険料率をもとに、被保険者全員が個人単位で納
めます。

保険料の決まり方 前年の所得をもとに決定し、7月中旬に「保険料額決定通知書」をお送りします。

均等割額
39,670円

所得割額
（所得－33万円）×7.86％

年間保険料額
※賦課限度額55万円

※世帯の所得水準により、均等割や所得割の軽減措置が該当になる場合があります。
※職場の健康保険等の被扶養者だった方は、均等割が軽減され、所得割は課せられません。

●年金が年額18万円以上の人
● 介護保険料と後期高齢者医療保険料
の合計額が年金受給額の2分の1を
超えない人

●年金が年額18万円以下の人
● 介護保険料と後期高齢者医療保険料
の合計額が年金受給額の2分の1を
超える人

特　別　徴　収
（年金からの天引き）

【納期】年金支払い月（ 6回）
　　　 4・6・8・10・12・2月

普　通　徴　収
（口座振替または納付書での納付）
【納期】 7・8・9・10・11・12・1・

2月（ 8回）

＊ 

被
保
険
者
に
な
ら
れ
て
か
ら

年
金
天
引
き
の
登
録
が
で
き

る
ま
で
に
6
カ
月
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
、
当
初
は
普
通

徴
収
の
期
間
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

保
険
料
額
決
定
通
知
書
に
納

付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方

は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
各
納
付
期
限
を
ご
確
認

の
う
え
、
納
付
期
限
内
に
町

内
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
除
く
）
ま
た
は
、
役
場

会
計
課
窓
口
で
納
付
を
し
て

く
だ
さ
い
。

＊ 

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方

は
、
町
内
金
融
機
関
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
も
可
能
）
に
口

座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
年
金
天
引
き
が

可
能
な
方
で
、
普
通
徴
収
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
口
座

振
替
依
頼
書
の
提
出
の
ほ
か

に
別
途
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
詳
し
く
は
、
保
険
年
金

担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）」

は
7
月
31
日
で
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
新
し
い
保
険
証
（
薄
緑
色
）

が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
現
在
お

使
い
の
保
険
証
（
さ
く
ら
色
）
と
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
8
月
1

日
以
降
は
さ
く
ら
色
の
保
険
証
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
は
さ
み
等
で
細
か

く
切
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い

な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
有
効
期

限
が
短
い
保
険
証
を
窓
口
交
付
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆問い合わせ先　町民生活課保険年金担当☎22－7209

保険料の納め方

＋ ＝

◆ 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ま
へ

　

保
険
証
と
同
じ
く
、「
限
度
額

適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

も
、
8
月
1
日
で
切
替
え
に
な
り

ま
す
。
前
年
度
交
付
を
受
け
て
い

て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
適
用
要

件
に
該
当
に
な
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
で

交
付
し
ま
す
の
で
差
替
え
て
お
使

い
く
だ
さ
い
。
認
定
証
の
色
は
昨

年
と
同
じ
薄
緑
色
で
す
の
で
、
差

替
え
の
際
は
、
有
効
期
限
の
記
載

を
十
分
に
ご
確
認
の
う
え
、
古
い

認
定
証
を
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

8月1日から

後期高齢者医療制度被保険者のみなさま
平成25年度保険料についてお知らせします

薄緑色の新しい保険証で受診してください
新しい保険証を 7月下旬に簡易書留にて郵送します。
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障
害
者
の
医
療
費
を
助
成
す
る
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
の
助
成
方
法

を
平
成
26
年
11
月
よ
り
現
在
の
窓
口
無
料

化
か
ら
自
動
還
付
方
式
に
変
更
し
ま
す
。

　
自
動
還
付
方
式
と
は
、
県
内
の
医
療
機

関
受
診
時
に
窓
口
で
自
己
負
担
分
を
一
旦

払
い
ま
す
が
、
そ
の
都
度
申
請
を
行
わ
な

く
て
も
3
か
月
程
度
で
自
動
的
に
受
給
者

の
口
座
に
自
己
負
担
分
が
振
り
込
ま
れ
る

方
法
で
す
。

　
ま
た
、
窓
口
で
の
お
支
払
い
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、
事
前
に
自
己
負
担
分
を
お

貸
し
す
る
制
度
も
準
備
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
助
成
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
障
害
福
祉
課
心
の
健
康
担
当

　
☎
0
5
5
│
2
2
3
│
1
4
9
5

　
町
で
は
、
女
性
の
町
政
へ
の
参
画
を
促
進

し
、
多
く
の
町
民
に
、
町
政
や
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
一
層
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
に
よ
り
町

政
へ
提
言
し
、
そ
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
富
士
川
町
女
性
模
擬
議
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
女
性
模

擬
議
会
議
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●応募先・問い合わせ先 町民生活課生活推進担当
 〒400－0592富士川町天神中条1134番地　☎22－7209　FAX 22－8666

～生活に密着した課題について町政への質問等をしてみませんか？～

開催日 時間 会　　　場
8月5日㈪ 14：00～ 甲府市総合市民会館
8月6日㈫ 13：30～ 山 梨 市 役 所

8月7日㈬
10：30～ 富士ふれあいセンター
14：00～ 大月市民会館

8月8日㈭ 13：30～ 北巨摩合同庁舎
8月9日㈮ 13：30～ 中富総合会館

平
成
26
年
11
月

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
事
業
の　
　

助
成
方
法
が
変
わ
り
ま
す

開 催 日 平成25年9月29日（日）予定

開 催 場 所 富士川町議会議場

募 集 人 員 18名

応 募 資 格

町内在住で、年齢20歳以上の女性。町
政に興味があり、まちづくりに前向きな
発言ができる女性。ほか、詳細について
は富士川町ホームページおよび応募用紙
裏面に記載してあります。

応 募 方 法

所定の応募用紙に必要事項を記入し、下
記の応募先へお申込みください。（FAX、
郵送でもお申込み可能です。）
応募用紙は役場本庁舎、分庁舎および一
部出先機関に備え付けてあります。また
町ホームページからもダウンロードでき
ます。

応 募 期 間 7月1日（月）～19日（金）【必着】

応 募 結 果 結果については、応募者全員に郵送によ
り通知します。

報 酬 報酬・旅費等の支給はありません。

議員を募集します！
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農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
（
田
、

畑
）
に
、
住
宅
な
ど
を
建
築
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
振
農
用
地

か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
、
転
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
農
振
除
外
は
、
該
当
す
る
農
用
地

が
転
用
の
必
要
が
あ
り
、
特
に
緊
急

性
及
び
実
現
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
、
申
し
出
を
受
け
付
け
ま

す
。

　
た
だ
し
、
受
け
付
け
し
た
も
の
す

べ
て
が
除
外
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
除
外
要
件

　
農
用
地
（
田
、
畑
）
の
使
用
目
的

を
早
急
に
変
更
（
住
宅
な
ど
に
）
す

る
場
合

■
受
付
期
間
・
受
付
時
間

【
受
付
期
間
】

　
7
月
1
日（
月
）〜
7
月
31
日（
水
）

ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

農
業
振
興
地
域
（
農
振
）
の
除
外
を
予
定
の
皆
さ
ま
へ

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」の

総
合
見
直
し
を
行
い
ま
す

　
町
で
は
、
平
成
26
年
3
月
を
目
標
に
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の
総
合
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
総
合
見
直
し
と
は
、
町
の
都
市
計
画
等
の
各
種
振

興
計
画
と
整
合
性
を
図
り
、
農
業
振
興
を
概
ね
10
年
後
を
見
通
し
て
、

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
全
体
を
見
直
す
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
総
合
見
直
し
は
、
旧
増
穂
町
、
旧
鰍
沢
町
で
策
定
さ
れ
た
2

つ
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
一
本
化
し
、
新
た
に
「
富
士
川
町
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

　
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の
策
定
に
は
、
個
別
の
農
業
振
興
地

域
（
農
振
）
の
除
外
申
し
出
箇
所
（
除
外
を
希
望
す
る
農
用
地
）
を
、

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
に
よ
り
申
し
出

を
受
け
付
け
ま
す
。

［5月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

道の駅外構工事 青 柳 町 133,500,000 井上建設・山梨ガーデン JV
増穂中学校生徒用机・椅子購入 天 神 中 条 1,880,000 ㈱ フ ジ コ ー
富士川親水公園芝生目土散布業務委託 青 柳 町 1,000,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
道路植樹帯保守管理業務委託 町 内 1,900,000 ㈱石原グリーン建設
富士川ふれあいスポーツ公園維持管理業務委託 鰍 沢 2,400,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
狭嗌道路調査業務委託 青柳町・長沢 1,150,000 ㈱ 川 口 測 量 設 計
富士川町都市計画基礎調査業務委託 町 内 2,100,000 三和航測㈱甲信支社
増穂小学校給食室耐震診断業務委託 最 勝 寺 2,000,000 ㈲ 木 村 設 計
殿原スポーツ公園弓道場改修工事 最 勝 寺 1,480,000 ㈲ 深 沢 建 設
妙連の滝遊歩道修繕工事 平 林 1,980,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所
大久保団地外壁改修工事 大 久 保 13,300,000 ㈲ 加 賀 美 塗 装 店
増穂小学校A棟屋上防水改修工事 最 勝 寺 7,920,000 ㈱日原ライニング工業
増穂中学校太陽光発電設備設置工事 天 神 中 条 32,000,000 峡 南 電 機 ㈱
増穂小学校A棟太陽光発電設備設置工事 最 勝 寺 33,720,000 ㈱ 大 成 電 気
町道青柳横通り線道路改良工事 青 柳 町 31,100,000 ㈱ 天 満 組

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

【
受
付
時
間
】

　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15

分
ま
で

■
申
出
方
法

　
農
林
振
興
課（
役
場
分
庁
舎
3
階
）

に
備
え
付
け
の
申
出
書
、
ま
た
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
、「
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
」

に
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
必

用
書
類
を
添
付
し
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◆
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
振
興
課
農
林
振
興
担
当
（
分

庁
舎
3
階
：
旧
鰍
沢
町
役
場
）

　
☎
22
│
7
2
1
4

※ 

申
出
書
の
内
容
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も

農
林
振
興
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※ 

農
振
除
外
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

「
富
士
川
町
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
」
策
定
と
同
時
期
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

個
別
農
振
除
外
の
申
し
出
に
つ
い
て
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「
河
川
美
化
、
河
川
愛
護
の

啓
発
活
動
」
の
一
環
と
し
て
、

河
川
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
住
民
の
み
な

さ
ま
が
身
近
な
河
川
へ
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
河
川
の
重
要

性
を
認
識
し
、
河
川
愛
護
思
想

の
高
揚
を
図
る
た
め
の
活
動
で

す
。
多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日　
時　
7
月
7
日
（
日
）

　
※
時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
　
各
区
で
異
な
り
ま
す
の
で

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
土
木
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
3

採水場所 項目年度 PH B.O.D C.O.D SS 大腸菌群数

戸川上流
H22 7.8 0.5 未満 1.2 1 未満 49
H23 7.8 0.7 1.3 2 330
H24 7.5 0.5 未満 1.2 2 70

戸川下流
H22 8 0.6 2.3 1 240,000
H23 8.1 0.7 2.8 2 4,900
H24 9.5 1.6 1.9 5 700

ＪＡふじかわ
青柳支店の裏

H22 7.7 3 3 1 未満 49,000
H23 7.7 9.5 7.6 7 240,000
H24 7.6 2.9 2.8 4 4,600

畔沢川下流
H22 8.2 0.5 未満 1.7 1 未満 1,300
H23 8.5 0.5 1.5 1 未満 790
H24 9 0.9 2.1 1 3,300

大柳川下流
H22 8 0.5 未満 1.3 1 未満 490
H23 8.1 0.5 未満 0.8 2 330
H24 8 0.5 未満 1.7 1 330

～私たちの川を守ろう～ 河川水質検査結果報告

昨年の河川清掃

●河川水質検査について
　川を汚す原因の大半が私たちの家庭から流れ出る水で、トイレから排出される未浄化のし尿と、台所や
風呂場、洗濯などから排出される生活雑排水の大きく 2つからなっています。河川が汚れていると魚が
住めなくなるばかりか、農作物にも悪影響を与え、浄化能力もなくなり、自然環境を破壊しています。
　町では、河川の汚れを監視するため年 1回、町内の河川 13カ所で水質検査を実施しています。主な河
川の 3カ年の水質状況検査結果は以下のとおりです。

★上記の結果から
　・戸 川 上 流 ここ数年、清潔な状況が保たれています。
　・戸 川 下 流  PHが増加し環境基準値を上回りましたが、大腸菌群数の数値には改善が見られ、それ

以外の数値は、ほぼ横ばいとなっています。
　・ＪＡふじかわ  全体的に改善されていますが、B.O.D 及び大腸菌群数の数値が、昨年度に引き続き環

境基準値を上回っています。
　・畔沢川下流  全体的に数値が増加し、PH及び大腸菌群数の数値については、環境基準値を上回りま

した。
　・大柳川下流 ここ数年、清潔な状況が保たれています。

基準項目
●  PH（水素イオン濃度）…酸性とアルカリ性の度
合いを示す指標。PH 7は中性を示し、7を超え
るとアルカリ性、7未満は酸性を示す。

●  B.O.D（生物化学的酸素要求量）…河川水の汚
濁の程度を示す代表的な指標として使われる。
この数値が大きいほど河川が汚れている。

●  C.O.D（科学的酸素要求量）…湖沼については、
B.O.D の代わりに汚濁の程度を示す指標として
使われ、この数値が大きいほど湖沼は汚れてい
る。

●  SS（浮遊物質量）…水中に浮遊している粒径
2mm以下の不溶性物質の量を示し、数値が大
きいほど汚れている。

● 大腸菌群数…大腸菌はそれ自体、人の健康に有害
なものではなく、人畜の排泄物などによる汚濁の
指標として「大腸菌群」として使われる。

～私たちの川を守ろう～ 河川水質検査結果報告

河
川
清
掃
に

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

●ご家庭でできる排水対策
　河川の汚れを防ぐためには、下水道施設への接続や合併浄化槽施設設置の普及に努める必要があります。
また、私たち一人ひとりが、河川への排水に心がけていくことも大切です。これからも河川の水質浄化に
ご協力ください。家庭でできる次の排水対策を実施するよう心がけてください。
・汚れた食器は、洗う前にぼろ布などでふきとってから洗いましょう。
・台所の三角コーナーにろ紙袋をつけましょう。
・使用済の天ぷら油などは捨てずに、町の廃食油の収集を利用しましょう。
・お米のとぎ汁は、植木などにまきましょう。
・浄化槽を適切に管理し、定期的に保守点検・清掃をしましょう。
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　富士川町では、町内3カ所の公有地を売却します。購入を希望される方（法人可）は、期間内に申
込手続きを行ってください。申込者が1人の場合には書類選考により売却者を決定し、複数の場合に
は競争入札にて決定します。

① 長沢字新東 2361－15
面積：165.31 ㎡（50.00 坪）
地目：宅地　　用途地域：第 1種中高層
建ぺい率：60％　　容積率：150％

※全ての土地に上下水道引込み済（別途加入記有）

申 込 期 間：6 月 26 日（水）～ 8月 5日（月）まで
入札開催日：8 月 12 日（予定）※詳細は、8月 7日に通知します。
問い合わせ先：富士川町役場財政課　☎ 22－7206（直通）

※ 必要書類については、富士川町ホームページもしくは、財政課窓口までお越し
ください。

①土地 4,232,000円⇒3,385,000円（坪単価6.77万円）
②土地 5,526,000円⇒4,420,000円（坪単価3.86万円）
③土地 4,328,000円⇒3,462,000円（坪単価6.24万円）
　※前回の最低売却価格を引き下げての入札となります。

② 長沢字新東 2375－6
面積：378.51 ㎡（114.49 坪）
地目：宅地　　用途地域：第 1種中高層
建ぺい率：60％　　容積率：150％

③ 長沢字新東 2377－1
面積：183.37 ㎡（55.46 坪）
地目：宅地　　用途地域：第 1種中高層
建ぺい率：60％　　容積率：150％

国
道
52
号

町
道
青
柳
・
長
沢
線

釡無川浄化
センター
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1

2

　
現
在
、
日
本
に
は
約
2
8
0
万
人
の
認
知
症
の
方
が
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
人
口
の
10
人
に
1
人
、
85
歳
以
上
の
人
口
の
4
人
に

1
人
が
認
知
症
に
か
か
る
と
言
わ
れ
、
今
や
私
た
ち
に
と
っ
て
、
と

て
も
身
近
な
病
気
で
す
。

　
認
知
症
に
か
か
る
一
番
の
要
因
は
「
年
を
と
る
こ
と
」
で
す
。
し

か
し
、
年
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
た
り
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
！　
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
認
知
症
を
予
防
し
、
生
活
の

質
の
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
、
日
々
の
「
生
活
習
慣

で
の
予
防
」
で
す
。

　
「
ち
ょ
っ
と
心
配
」「
ま
だ
ま
だ
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
方
も
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
認
知
症
予
防
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
高
齢
に
な
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
い
、
と
誰
も
が

願
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
体
の
機
能
、
特
に
筋
力
や
骨
の
衰
え
が

著
し
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
は
ず
み
で
転
ん
で
そ
れ
が
原
因
で
寝
た
き
り
に

な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
町
で
は
筋
力
の
維
持
向
上
を
図
り
、
こ

れ
ら
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
の
介
護
予
防
事
業

の
一
環
と
し
て
「
い
き
い
き
筋
力
向
上
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
研
究
で
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
適
切

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
ば
、
筋
力
を
向
上
さ
せ

骨
密
度
の
低
下
を
緩
や
か
に
し
、
転
ば
な
い
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
教
室
で
は
、
心
身
の
活
性
化
を
は
か

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
筋
力
向
上
の
運

動
だ
け
で
な
く
参
加
者
の
交
流
等
も
盛
ん
に
行
わ

れ
、
仲
間
づ
く
り
が
で
き
教
室
を
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
知
り
合
い
が
い
な
い
か
ら
行
き
に
く
い
な
…
」

と
感
じ
る
方
も
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
度
教

室
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
鰍
沢
地
区
は
9
ヶ

所
、
増
穂
地
区
で
は
15
ヶ
所
で
月
1
〜
2
回
開
催

さ
れ
ま
す
。
各
地
区
に
よ
り
開
催
時
間
、
曜
日
等

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
チ
ラ
シ
等
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
各
地
区
の
介
護
予
防
サ

ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
や
、
区
の
役
員
の
ご
協

力
の
も
と
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●申込み・問い合わせ先　福祉保健課地域包括支援センター　☎22－4615

介護予防教室

頭
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
！

～以前参加された方の声～

動くことが苦に
ならなくなった！

体が軽く
なった

ちょっとしたこと
で病院に行かなく
なった

正座ができる
ようになった

〔認知症予防教室〕
◆日　時 8月8日（木）、22日（木）
 9月5日（木）、19日（木）
 10月4日（金）、17日（木）
  （計6回）
◆時　間 午前10時～11時30分
◆場　所 保健福祉支援センター
◆対　象  65歳以上で、要介護認

定を受けていない方10
名程度

◆内　容 頭と体を使う運動等
◆申込み  原則、全6回の参加が可

能な方とし、受付は先着
順です。

◆締切り 7月19日（金）

いつまでも元気でイキイキ暮らしたい！

DE

い
き
い
き
筋
力
教
室
デ
元
気
！

〜
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
転
ば
ず
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
〜

「
健
康
へ
の
第
一
歩
」一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
？

〜
認
知
症
予
防
教
室
〜

頭
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
！
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山
梨
県
で
は
、
県
税
の
滞
納
の
た

め
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
、
次
の

と
お
り
公
売
し
ま
す
。

◇
日　
　
時　
7
月
16
日
（
火
）

◇
公
売
方
法　
入
札

◇
公
売
場
所

　
東
八
代
合
同
庁
舎　
3
階
大
会
議

室
（
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
7
8
5
）

◇
参
加
資
格

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
滞

納
者
本
人
な
ど
を
除
く
）

◇
公
売
物
件

所
在
地
：
富
士
川
町
青
柳
町

1
2
0
3
│
1

　
土
地
／
宅
地
4
6
0
㎡

　

 

建
物
1
／
事
務
所
倉
庫
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
3
階
建

　

 

建
物
2
／
居
宅
、
木
造
亜
鉛
メ
ッ

キ
鋼
板
葺
2
階
建

見
積
価
格
4
9
9
万
円

公
売
保
証
金
50
万
円

（
※
）
他
物
件
あ
り

　
詳
細
は
「
山
梨
県
合
同
不
動
産
公

売
チ
ラ
シ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
チ
ラ
シ
は
税
務
課
窓
口
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
ほ
か
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

・ 

入
札
前
に
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要
で
す
。

・ 

公
売
が
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
事
前
に
電
話
で
御
確
認
く

だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所

　
徴
収
総
括
担
当

　
☎
0
5
5
│
2
6
1
│
9
1
2
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は

「
山
梨
県
公
売
」
で
検
索
）

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.
jp/zeim

u/kobai_fudousan_
h22_11_9.htm

l

身近なことから節電しよう！
・冷房の設定温度は28℃
・ 冷房時にカーテンやブラインドを
閉める
・扇風機・うちわなどを活用
・エアコンのフィルターを掃除
・室外機の周りに物を置かない

・ テレビの画面を明るすぎないよう
に調整する
・ 画面の埃や汚れはこまめに掃除を
する
・音は必要以上に大きくしない

・冷蔵庫の温度設定を中にする
・ 冷蔵庫を整理し、開ける時間を短
くする
・ 冷蔵庫は壁から適切な距離を離
し、周りや上に物を置かない
・熱いものは冷ましてから入れる

・ 照明を使う時間を可能なかぎり短
くする
・ 照明の埃や汚れはこまめに掃除を
する
・ 白熱電球を電球型蛍光灯やLED
電球に交換する

・ 炊飯ジャーや電気ポットの保温を
やめる

・ 電気機器は使い終わったらプラグ
を抜くか電源タップを切り、待機
電力を減らす
・ プラグを抜くことで設定に影響が
出てしまうビデオデッキなどで
は、「表示OFF機能」などを使う

※体調に気をつけて節電を※
　過度に冷房機器の使用を控えると、熱中症などにより体調を崩す恐れがあります。水分をこまめにとり、
体調に気をくばりながら、無理のない範囲で節電に取り組みましょう。

●問い合わせ先　町民生活課生活環境担当　☎22－7209

差
押
不
動
産
の

公
売
に
つ
い
て

庁
内
人
事

6
月
1
日
付
の
人
事
異
動
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 （
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

【
企
画
課
】

◆
兼
務
を
解
く

▼
企
画
課
長
（
企
画
課
長
兼
リ
ニ

ア
対
策
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
川
手
貞

良◆
配
置
換
え

▼
企
画
課
・
課
長
補
佐
兼
リ
ニ
ア

対
策
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
・
課
長
補
佐
兼
国

民
文
化
祭
推
進
担
当
）
樋
口
一
也

庁
内
人
事

庁
内
人
事
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町
で
は
、
次
の
日
程
で
「
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
眠
れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
ゆ
う

う
つ
な
気
分
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
…
な

ど
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
家
族
の
相
談

で
も
結
構
で
す
。

●
日　
時

①
7
月
29
日
（
月
）

②
9
月
9
日
（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分（
相
談
時
間
1
人
1
時
間
の
た
め
、

定
員
3
名
ま
で
）

●
場　
所

　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員

　
心
理
臨
床
オ
フ
ィ
ス
・
ル
ー
エ

　
臨
床
心
理
士　
深
沢
孝
之
先
生

　
お
よ
び
町
保
健
師

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課

　
☎
22
│
7
2
0
7

　
「
カ
エ
ル
が
鳴
く
か
ら
帰
ろ
！
」

　
子
供
の
こ
ろ
、
こ
ん
な
歌
を
歌
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
か
？　
早
く
家

に
帰
ろ
う
と
い
う
意
味
に
使
っ
た
の

か
、
ゴ
ロ
合
わ
せ
的
に
た
だ
歌
っ
た

の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
今
内
閣
府
が
推
進
し
て
い
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
「
カ
エ
ル
！
ジ
ャ
パ
ン
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

『
ひ
と
つ
「
働
き
方
」
を
変
え
て
み

よ
う
！
』
で
す
。「
ひ
と
つ
」
と
い

う
言
葉
は
、
試
み
に
「
ま
ず
は
〜
し

て
み
よ
う
」、「
ち
ょ
っ
と
〜
し
て
み

よ
う
」
と
い
う
意
味
と
、
数
字
と
し

て
の
「
一
つ
」
と
し
て
、「
で
き
る

こ
と
を
ま
ず
一
つ
」
と
い
う
意
味
を

持
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
カ
エ
ル
」は
、

〔
変
え
る
＝
カ
エ
ル
！
〕。現
状
を「
変

え
る
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
勇
気
が
い

る
こ
と
を
、「
カ
エ
ル
」
と
い
う
誰

も
が
知
っ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

託
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
今
仕
事
と
生
活
の
調

和
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
次
の

よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
個
人
の
観
点
…
希
望
す
る
仕
事
と

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
必
要

・
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難

・ 

自
己
啓
発
や
地
域
活
動
へ
の
参
加

が
困
難

・ 

長
時
間
労
働
が
心
身
の
健
康
に
悪

影
響

②
社
会
全
体
の
観
点
…
経
済
社
会
の

活
力
向
上
の
た
め
に
必
要

・
労
働
力
不
足
の
深
刻
化

・
生
産
性
の
低
下
・
活
力
の
衰
退

・
少
子
化
の
急
速
な
進
行

・
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

③
個
々
の
企
業
・
組
織
の
観
点
…
多

様
な
人
材
を
生
か
し
競
争
力
を
強
化

す
る
た
め
に
必
要

・
人
材
獲
得
競
争
の
激
化

　
そ
こ
で
、
企
業
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

◇
仕
事
と
子
育
て
・
介
護
の
両
立
支

援
の
た
め
の
取
り
組
み
…
育
児
短
時

間
勤
務
の
適
用
期
間
の
延
長
。
在
宅

勤
務
の
試
行
実
施
。

◇
働
き
方
の
見
直
し
に
関
す
る
環
境

整
備
…
週
に
一
度
の
定
時
退
社
の
励

行
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム
勤
務
の
導
入
。

有
給
休
暇
取
得
率
の
向
上
。

　
こ
れ
は
一
例
で
す
が
、
女
性
の
活

躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
男
性
に

と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

7月1日～7月31日
第63回「社会を明るくする運動
　～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～強調月間」（法務省主唱）
「青少年の非行・被害防止強調月間」（内閣府主唱）

主唱　富士川町青少年総合対策本部・富士川町教育委員会・青少年育成富士川町民会議
　　　富士川町民生児童委員協議会・鰍沢保護区保護司会・富士川町ふれあい110番の家「連絡会」

カエル！ ジャパン
（変える＝かえる！）

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
』を

開
催
し
ま
す

第1日曜日「家庭の日」
　家族みんなで心のふれあいを持つ日です。
第3日曜日「青少年を育む日」
　青少年の社会参加を推進する日です。
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空
き
店
舗
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
観
光
振
興
や
商
工
業
振
興
に
つ
な
が
る
創
意

工
夫
の
あ
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

一
、
事
業
内
容

　
地
域
の
商
店
街
と
連
携
し
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活

用
し
て
、
町
内
外
の
特
産
品
の
販
売
や
観
光
情
報
を
発
信

し
、
に
ぎ
わ
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
。

二
、
募
集
団
体

　
起
業
後
、
10
年
以
内
の
町
内
の
民
間
企
業
や
N
P
O
法

人
等
で
あ
る
こ
と
。
事
業
所
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
本
社

が
山
梨
県
内
に
所
在
す
る
企
業
。

三
、
委
託
額
等

　
1
年
間
の
委
託
額
は
2
5
0
万
円
を
上
限
と
す
る
。
対

象
と
な
る
経
費
は
、
新
規
雇
用
す
る
者
の
人
件
費
及
び
事

業
推
進
の
た
め
の
消
耗
品
費
等
で
す
。
委
託
額
の
1
／
2

以
上
は
、
新
規
雇
用
者
の
人
件
費
と
し
て
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

四
、
事
業
実
施
期
間　
事
業
開
始
の
日
か
ら
1
年
以
内

五
、
募
集
期
間　
6
月
25
日（
火
）〜
7
月
24
日（
水
）

六
、
募
集
受
付
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課　
☎
22
│
7
2
0
2

商
店
街
活
用
型
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
事
業

　町の主要施設や各種計画などを皆様に知っていただくため、ふじかわ探検バスが発車します。
　夏休みの思い出に、ご家族での参加をお待ちしています。

◆日　　時 8月6日（火）　午前9時～午後4時
◆内　　容 道の駅「富士川」工事現場（見学）、みさき耕舎（そば打ち体験）、増穂ふるさと自然塾（体験）
◆対　　象 町内在住の方ならどなたでも結構です。ただし、小学生以下は大人の方同伴とします。
◆参 加 費 大人2,000円　子ども1,000円（小学生以下）※参加費には昼食代、体験料を含みます。
◆募集人員 24名（応募者多数の場合は抽選）
◆募集期間 7月3日（水）～7月17日（水）※土日祝祭日は除く
◆申込方法 電話、FAXまたはメール
◆申込受付 企画課広聴広報担当　☎22－7216　FAX 22－3177
 メール　kikaku@town.fujikawa.lg.jp　※参加者には、後日、詳しい日程など通知します。

参加者募集 ふじかわ町を

探検しよー！

事業者募集
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◇どんなお仕事をしていますか？
　身延町にある河西工業㈲自動車修理工場で車
検整備の仕事をしています。

◇富士川町をどう思いますか？
　自然が豊かで、暮らしやすい町だと思います。

◇富士川町に期待することは？
　中部横断自動車道の開通により、人の流れが
多くなると思いますので、富士川町の更なる発
展に期待します。

◇ご趣味は？
　仕事柄、車などの機械いじりが好きです。

◇将来の夢など
　お酒が似合う、「かっこいい」と言われるよ
うなオヤジになりたいです。

◇思い出の場所は？
　増穂中学校です。毎日のように友達とバカ騒
ぎしていたのは、今となっては良い思い出です。

◇何かアピールしたいことは？
　車でお困りの際は、ぜひ、河西工業㈲自動車
修理工場をよろしくお願いします。

　平成16年より10年間、「交通安全子供自転車山梨県大会」
に出場している鰍沢小学校の児童に自転車安全運転の技術など
の指導をされている交通安全協会の杉山昌也さんにお話を伺い
ました。

■指導員になったきっかけは？
　私自身、平成2年より交通安全協会に所属しており、ボランティ
ア活動を通じ多くの署員の方と知り合うことができました。そ
んな縁から「県内で子ども達が参加する自転車安全運転コンクー
ル」なるものがあると聞き「わが母校の鰍沢小でも参加できな
いか？」と思い始めたのがキッカケです。それから学校に協力
依頼をし、平成 16年に初めて出場することができました。

■この活動のやりがいなど
　大会会場には県内から多くの小学生が参加し、選手、指導員、
審査員、選手の保護者など会場を埋め尽くすほど大勢の来観者
が選手たちの運転技術を見守っています。選手たちは、かなり
緊張した場所で、いつもの練習どおりの技術を披露できるかが
試されます。出場直前の選手たちのこわばった表情に「大丈夫
かな？」と思いながらも「頑張ってくれ」という願いと共に選
手を送り出します。そして、試験を終えて戻ってくる子どもた
ちは、まだ不安げな表情を見せていますが、私たちが「よく出
来ていたよ、頑張ったな」と言葉をかけると、やっと笑顔が戻
り「やはり、かなり緊張していたんだな」と感じます。毎年の
ことながら、この様な体験は選手たちにとって小学生時代の良
い思い出となるばかりでなく、現在置かれている交通社会の教
訓になると信じて 10年間、指導をしてきました。ありがたいこ
とに鰍沢小学校ではここ数年、定員を超える希望者があると聞
いており、自転車大会が定着してきたことに喜びを感じていま
す。
　選手たちにとっては練習開始から約 1か月後には大会が行わ
れるので、かなり短期間での運転技術の向上と学科試験の学習
が必要となり、大会まではとても忙しい
日々を送らなければなりません。それゆえ
に、指導していただく鰍沢署の方々を初め
として、保護者、学校、交通安全協会の協
力なしには、この大会に出場することはで
きません。本当に心から感謝を申し上げま
す。
　最後になりましたが、今までの 10年間
に大会に出場してくれた子どもたちに改め
て「ありがとう」と言いたいです。

杉山　昌也さん（鰍沢北）
～　子ども達の成長に感動　～

井上　裕矢さん
21歳

（青柳町）
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【バレーボール】
富士川町支部対抗親睦バレーボール大会
（ 6月 2日（日）　富士川町民体育館）
　優　勝　青柳下支部
　準優勝　長沢支部

【
短　

歌
】

花
散
ら
す
雨
に
こ
も
れ
り
古
衣
を
捨
て
ら
れ
ぬ
癖
母
よ
り
の
く
せ

 

堀
内　

久
子

〈
お
せ
な
か
ピ
ン
〉
保
育
士
の
声
二
歳
児
に
合
わ
せ
わ
た
し
も
背
筋
の
ば
す

 

堀
内　

竹
子

ひ
と
ご
と
の
よ
う
に
唇
描
き
お
え
て
春
の
陽
射
し
の
さ
び
し
か
り
け
り

 

秋
山
美
弥
子

【
俳　

句
】

鈴
蘭
や
ソ
プ
ラ
ノ
ひ
び
く
合
唱
部 

神
田　

初
枝

こ
ひ
の
ぼ
り
藍
ひ
と
い
ろ
の
甲
斐
の
山 

矢
崎　

節
子

新
緑
や
採
血
室
の
砂
時
計 

渡
辺　

春
江

【
川　

柳
】

入
ら
な
い
服
を
目
指
し
て
ダ
イ
エ
ッ
ト 

鮎
川　

弘
子

花
も
樹
も
鳥
も
心
も
春
の
服 

大
森　

征
子

お
似
合
い
と
言
わ
れ
た
服
は
特
価
品 

樋
口
す
み
江

『「富士山道しるべ」を歩く』
『ぼくの仕事場は富士山です』
『富士山うたごよみ』
『富士山風光 200 景』
『富士登山ハンドブック』
『白籏史朗の変幻富士』
『子どもと登るはじめての富士山』
『デブでズボラがエベレストに登れた理由』
　三浦雄一郎

　ほか多数揃えました。　
※登山雑誌『PEAKS（ピークス）』もどうぞ！

【バレーボール】
第25回山梨県ママさんいそじ大会兼全国・関東県予選
（ 5月 26日（日）　櫛形総合体育館）
　パート優　勝 増穂SAKURA
 （関東予選（Ｂブロック）部門）
　※9月8日（日）に開催される関東大会に出場します。

【スポーツ推進委員協議会】
出前講座開催について
　スポーツ推進委員協議会
では、平成25年度から町
内地区において『囲碁ボー
ル教室』を開催しています。
　なかなか聞き慣れない種目だと思いますが、地区
単位・組単位で軽スポーツをやってみたい方は、教
育委員会にご連絡ください。

◆教育委員会　☎22－5361

～「富士山」世界文化遺産登録へ～
夏だ、山へ！ 特集

富士川町国民文化祭事業の終了について
　第 28回国民文化祭やまなし 2013 富士川町主
催事業につきましては、1月に開催しました「和
太鼓の祭典」、4月に開催しました「山車巡行祭り」
の 2事業の完了により、すべて終了しました。
　これにより主催者である富士川町実行委員会
も、5月 30日付けにて解散いたしました。
　開催に際しましては、町民の皆様をはじめ、多
くの関係者の皆様に多大なるご協力をいただきま
した。誠にありがとうございました。
　なお、今回のこの 2事業の記録を、DVDに保
存いたしました。記録映像のことや、国民文化祭
に関することについては、下記までお問い合わせ
ください。
◆問い合わせ先
　教育委員会
　生涯学習課社会教育担当
　☎ 22－5361

夏だ、山へ！ 特集

７月のおはなしかい

7月27日（土）

午前10時 30分～ 11時

町民会館1階和室
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社
会
風
刺
コ
ン
ト
集
団

「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」

■
7
月
21
日
（
日
）

　
世
間
の
ニ
ュ
ー
ス
を
わ
か
り
や
す

く
、
笑
い
で
伝
え
る
コ
ン
ト
集
団
が

富
士
川
町
に
参
上
。
混
迷
す
る
現
在

の
日
本
を
笑
い
で
吹
き
飛
ば
せ
！

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料

　

 

全
席
指
定
3
，0
0
0
円
（
文
化

ホ
ー
ル
友
の
会
員
2
，8
0
0
円
）

9
月
15
日
（
日
）

　
と
も
し
び
出
前

　
う
た
ご
え
喫
茶

■
7
月
6
日
（
土
）
発
売
開
始
！

　
一
つ
の
歌
を
、
生
の
演
奏
で
、
司

会
者
の
リ
ー
ド
の
も
と
、
会
場
全
員

で
心
を
合
わ
せ
て
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料

　
自
由
席
1
，5
0
0
円

8
月
25
日
（
日
）

親
子
で
楽
し
む

は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト

■ 

7
月
15
日
（
月
祝
）
入
場
整
理
券

配
布
開
始

　

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
O
K
！　

ク
ラ

シ
ッ
ク
の
名
曲
か
ら
テ
レ
ビ
・
ア

ニ
メ
で
お
な
じ
み
の
曲
ま
で
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
あ
っ

て
楽
し
い
ス

テ
ー
ジ
で

す
。
育
児
に

忙
し
い
マ

マ
・
パ
パ
も

気
分
転
換
に

ど
う
ぞ
。

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料　
自
由
席
無
料

※ 

入
場
整
理
券
は
一
枚
で
2
名
ま
で

入
場
可
能
で
、
配
布
は
文
化
ホ
ー

ル
で
行
い
、
お
一
人
2
枚
ま
で
と

し
ま
す
。

8
月
18
日
（
日
）

ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ
ア・

夏
休
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◇ 

開
演
時
間　
午
後
5
時
（
午
後
4

時
30
分
開
場
）

◇
入
場
料

　

 

高
校
生
以
上
3
0
0
円
、
小
中
学

生
1
0
0
円
（
全
額
東
日
本
大
震

災
義
援
金
）
自
由
席
・
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
あ
り
。

◇ 

出　
　
演　
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ワ
イ
ア
、
指
揮　
依
田
浩
、
ピ
ア

ノ　
雨
宮
由
佳
、
ゲ
ス
ト　
西
岡

誠
一
（
オ
ル
ガ
ン
）

■
参
加
バ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
！

　

9
月
22
日
（
日
）
に
開
催
す
る

「
B
A
N
D　

F
E
S
2
0
1
3
」

の
参
加
バ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
。

◇ 
申
込
み　
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
未
成
年
バ
ン
ド
は
、
保

護
者
ま
た
は
成
人
の
付
添
者
が
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。）

◇
参
加
料　
一
人
2
，0
0
0
円

　
（
高
校
生
以
下
一
人
5
0
0
円
）

◇ 

締　
切　
8
月
16
日
（
金
）
午
後

5
時
ま
で

◇ 

演　

奏　

一
組
30
分
（
セ
ッ
ト
、

入
退
場
含
む
）

※ 

前
日
ま
た
は
当
日
リ
ハ
ー
サ
ル
あ

り
。プ
ロ
の
P
A
が
対
応
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
文
化
ホ
ー
ル　
☎
22
│
8
8
1
1

　
F
A
X　
22
│
8
8
1
5

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
bunka@

tow
n.fujikaw

a.lg.jp

イ
ベ
ン
ト
情
報

募
集
情
報

チ
ケ
ッ
ト
情
報

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

▶
爆
笑
コ
ン
ト
の
連
発
！　

チ
ケ
ッ
ト
発

売
中
！

▶
文
化
ホ
ー
ル
に
響
く
5
0
0
人
の
う
た

ご
え
！

▶
昨
年
行
わ
れ
た
「
B
A
N
D　

F
E
S 

2
0
1
2
」
の
様
子
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熱
中
症
の
ピ
ー
ク
7
月
・
8
月
が

や
っ
て
き
ま
し
た

　
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
体
温
調
節
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内

に
熱
が
た
ま
っ
て
熱
中
症
は
起
こ
り

ま
す
。
し
か
し
熱
中
症
は
適
切
な
予

防
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
熱
中
症
の
症
状
】

　
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、
頭
痛
・
吐

き
気
・
気
分
不
快
・
大
量
の
発
汗
な

ど
の
症
状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と

意
識
障
害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

【
熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
環
境
】

・
気
温
、
湿
度
が
高
い

・
風
通
し
が
悪
い
場
所

・
日
差
し
が
強
く
日
陰
の
な
い
場
所

【
熱
中
症
の
予
防
】

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
暑
さ
を
避
け
る
」

「
水
分
補
給
」
で
す
。

●
外
出
時
の
準
備　
日
陰
を
選
び
、

通
気
性
の
よ
い
吸
汗
・
速
乾
性
が
あ

る
衣
類
の
着
用
や
日
傘
・
帽
子
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給　
の

ど
が
渇
い
た
と
感
じ
る
前
に
お
茶
や

水
な
ど
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

●
室
内
環
境
を
整
え
る　
扇
風
機
や

エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
温
度
調
節
し
ま

し
ょ
う
。

●
体
力
づ
く
り　
日
ご
ろ
か
ら
汗
を

か
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
食
欲

が
な
い
時
は
、
口
当
た
り
の
良
い
も

の
を
選
び
、
食
事
は
欠
か
さ
な
い
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
体
調
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る　
水

分
不
足
の
体
調
で
は
、
体
内
の
水
分

が
少
な
く
な
り
汗
を
か
く
量
が
減

り
、
う
ま
く
体
温
を
下
げ
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

【
熱
中
症
に
な
っ
た
時
】

・
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
。

　
衣
服
を
脱
が
せ
、身
体
を
冷
や
す
。

・
水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る
。

※
意
識
が
な
い
時
の
水
分
補
給
は
危

険
で
す
。
直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

　
野
菜
の
葉
や
皮
な
ど
、
普
段
捨
て

て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
か
ら
、
何

か
一
品
で
き
な
い
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
４

水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
水
切
り
ネ
ッ
ト
や
水
切
り
の
道
具

を
使
い
、
生
ご
み
の
水
分
を
絞
り
ま

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
５

乾
か
し
ま
し
ょ
う
！

◆
お
茶
が
ら
や
コ
ー
ヒ
ー
か
す
な
ど

は
一
晩
お
い
て
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

◆
果
物
の
皮
な
ど
は
日
干
し
に
し
、

乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ス
イ
カ
や
メ

ロ
ン
な
ど
は
、特
に
減
量
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
６

ご
み
袋
に
入
れ
ず
に
再
利
用
！

　

生
ご
み
か
ら
肥
料
を
作
り
、
美

味
し
い
野
菜
や
花
を
育
て
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
6
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
1
つ
で
も
実
践
す
る
こ
と
は
、

小
さ
な
積
み
重
ね
で
す
が
、
町
全
体

で
は
大
き
な
ご
み
の
減
量
に
繋
が
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
！

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
9

　
生
ご
み
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
う
ち
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、「
食
品
ロ

ス
」
と
言
わ
れ
る
、
ま
だ
食
べ
ら
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
捨
て
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
食
品
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
年
間
の
食
品
廃
棄
量

1
7
8
8
万
ト
ン
の
う
ち
食
品
ロ
ス

は
約
5
0
0
〜
8
0
0
万
ト
ン
で
、

そ
の
約
半
分
は
一
般
家
庭
か
ら
の
も

の
で
す
。

　
食
材
別
に
み
る
と
最
も
多
い
の
は

野
菜
、
次
い
で
調
理
加
工
品
、
果
実

類
、
魚
介
類
で
す
。
食
品
を
食
べ
ず

に
捨
て
た
理
由
と
し
て
多
い
の
は
、

「
鮮
度
の
低
下
、腐
敗
、カ
ビ
の
発
生
」

「
消
費
期
限
・
賞
味
期
限
が
過
ぎ
た
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
調
理
の
際
で
の
、
野

菜
の
皮
剥
き
な
ど
で
食
べ
ら
れ
る
部

分
を
過
剰
に
捨
て
て
い
る
こ
と
も
食

品
ロ
ス
増

加
の
原
因

に
な
っ
て

い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１

生
ご
み
の
も
と
を
減
ら
そ
う
！

◆
買
い
す
ぎ
な
い　
買
い
物
に
行
く

前
に
、
冷
蔵
庫
の
中
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
表
な
ど

で
中
身
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

◆
作
り
す
ぎ
な
い　
食
べ
残
さ
な
い

よ
う
に
、
食
べ
る
量
を
考
え
て
料
理

し
ま
し
ょ
う
。

◆
食
材
を
使
い
切
る　
冷
蔵
庫
の
中

に
あ
る
も
の
だ
け
で
料
理
す
る
日
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２

ぬ
ら
さ
な
い
！

◆
野
菜
な
ど
の
使
え
な
い
部
分
は
洗

う
前
に
切
り
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

◆
切
り
落
と
す
時
は
、
紙
箱
や
新
聞

紙
な
ど
を
利
用
し
て
、
ぬ
ら
さ
ず
に

捨
て
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
３

料
理
に
も
ひ
と
工
夫
！

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月は
町民生活課
生活環境担当です

今月は、松井助産師です。

生
ご
み
減
量
の
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

＊
お
知
ら
せ
＊

　
平
成
25
年
6
月
14
日
よ
り
、
子

宮
頚け

い
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
積
極
的
に
お
奨
め
し
て
い
ま
せ

ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
22
│
7
2
2
1
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合同引取訓練
　5月 31日（金）、鰍沢小・
中学校、第5保育所合同で、
家族への引渡し訓練を行い
ました。
　園児・児童・生徒が兄弟同
士で集まり、実際の災害時さ
ながらに家族からの引き取
りを真剣に待っていました。

国際交流協会定期総会
　5 月 26 日（日）、役場
本庁舎会議室において平
成 25 年度富士川町国際
交流協会定期総会が行わ
れました。総会後には、
日本語教室の先生・生徒
による学習発表会が行わ
れました。

交通安全子供自転車大会（鰍小）
　6月 1日（土）、南アルプス
県総合交通センターにおい
て、「交通安全子供自転車大
会」が開催され、鰍沢小学校
6年生の児童 4名が大会に出
場し、団体の部で 5 位、個
人の部では大沢仁くん（写真）
が 10位に入賞しました。

人権教室（南小）
　5月 31 日（金）、増穂南小学
校において、人権擁護委員主催
の「子ども人権教室」が行われ、
紙芝居や腹話術などを使い、子
ども達にわかりやすく「人権」
についての授業をしました。教
室後は校庭で花の種を付けた風
船を青空に放ちました。

「まほらの湯」
入館者200万人達成

　6月 9日（日）、まほらの
湯がオープンから 16 年目
を迎え、ついに、入館者
200 万人を達成し、200 万
人目に来場された、最勝寺
区在住の堀之内きく江さん
（写真：左から 2番目）に
記念品と花束が贈呈されま
した。

スイーツクラシック
　6月 9日（日）、ますほ文化ホール
において、スイーツを楽しながらク
ラシック音楽に親しむロビーコン
サート「スイーツ・クラシック」が
行われました。参加者は、甘くて美
味しいケーキと弦楽四重奏による素
敵な音色にひたりました。
　このスイーツクラシックは今年度
あと 2回開催予定です。

NEWS 4 月 21 日に開催した国民文化祭「山車巡行祭り」が富士川CATV（11ch）にて
放送されます。放送日時：7月 1日～ 7日（①午前 9時　②午後 9時）

陶芸教室（西小）

　6月 6日（木）、増穂登り窯に
おいて、陶芸教室が行われ、増
穂西小学校児童 7 名が思い思
いの作品を造りました。

　6月 2日（日）、増穂西小学校
において、平林区・土砂災害防
災訓練が開催され、避難・救助・
消火訓練などが行われました。

　6 月 2 日（日）、ますほ文化
ホール芝生広場において「フ
リーマーケット」が開催され、
多くの来場者で賑わいました。

平林区防災訓練 春のフリマ
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善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　志村廣文様（青柳町）
　亡父、安吉様のご遺志により、町の振興のために
◆ふるさと納税
一金　　20 万円　中込勝子様（東京都）
　「ふるさと応援」のために
一金　　5万円　田中良雄様（東京都）
　「健やかで笑顔があふれるまちづくり」のために

戸籍の窓
自 5月 1日　至 5月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 最　勝　寺 山下みなみ  女 拓　郎
 天 神 中 条 菊 　彰介 （しょうすけ） 男 彰　久
 𣇃　　　米 長澤　寿怜 （すみれ） 女 謙　吾
 長　　　沢 小池　愛梨 （あいり） 女 大　作
 青　柳　町 手塚　碧葉 （あおば） 男 裕　之
 鰍　沢　北 米村　悠成 （ゆうせい） 男 健　太
 〃 阿達　咲子 （さきこ） 女 直　純

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 最　勝　寺 佐塚　正洋 未　来 （ 芦 川 ）
 小　　　林 矢島　幸久 可　奈 （ 水 野 ）
 青　柳　町 小池貴太朗 舞 （ 飯 室 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 山形　實枝 92 秀　　世
𣇃　　　米 塩 きくの 82 塩澤正己
 長　　　沢 井上　正子 89 浩
 〃 佐塚トラヨ 90 勲
 〃 深 　重幸 82 安部祐治
 大　　　椚 井上かず江 82 一　　男
 〃 市川　　半 52 美 由 紀
 青　柳　町 井上　 美 83 裕
 〃 大森　　良 52 裕　　子
鰍　沢　南 齊藤　　久 83 正
 〃 杉山　康則 75 美 代 子
 五　　　開 堀口嘉市郎 86 一　　司

ひとのうごき（ 6月 1日現在）

人　口 16,384 人 （－ 17）
　男 7,946 人 （－ 11）
　女 8,438 人 （－  6）
世　帯 6,281 戸 （－  3） ※ (　)内は対前月比

嘱託職員を募集します
　町では、次のとおり嘱託職員を募集します。
◆職種及び採用予定人員
 嘱託職員　税務課収納室徴収員　1名
 ・パソコンへの入力作業
 ・文書発送作業
 ・電話等照会作業
 ・徴収作業
◆資　　格 町内在住で、概ね 60歳までの身体健康な方
 （要普通免許）
◆選　　考 面接で行います。
◆採　　用 8 月 1日から平成 26年 3月 31日まで
◆受付期間 7 月 18 日（木）まで
◆申 込 み 履歴書を役場総務課へ提出してください。

●問い合わせ先
　申込みについて　　総務課総務人事担当 ☎ 22－7201
　勤務条件について　税務課 ☎ 22－7205

第 23 回　参議院議員通常選挙
～あなたの大切な『一票』を投じましょう～

◇公示日　7月 4日（木）　　◇投開票日　7月 21日（日）

夏のEye 愛ひとみ相談会
　お子さまの見え方について不安を感じている方、成人され
てから目に障がいを持ち悩んでいる方など、目のことでお悩
みの方はお気軽にご相談ください。
　※この相談会は本校への入学相談会ではありません。
◆日　　時 7 月 6日（土）、7日（日）、8月 25日（日）
 時間はいずれも午前 10時から午後 3時まで
◆会　　場 県立盲学校（甲府市飯田 2－10－2）
◆相談費用 無料
◆申し込み方法  開催週の木曜日までに電話で申し込みを

お願いします。
●問い合わせ先 県立盲学校　Eye愛ひとみ相談支援センター
 ☎ 055－226－3361
 FAX 055－226－3362

夏休み「きこえ」と「ことば」の相談会のお知らせ
　お子さまの「きこえ」「ことば」のことで不安はありません
か？　少しでも不安のある方はこの機会にご相談ください。
専門の教員がご相談に応じます。完全個別予約制とし、秘密
は厳守します。
　※この相談会は、本校への入学相談会ではありません。
◆日　　時 7 月 15 日（月祝）～ 17日（水）
 午前 9時から午後 5時まで
◆会　　場 県立ろう学校（山梨市大野 1009）
◆対　　象 0 歳児から大学生まで
◆相談費用 無料
◆申し込み方法  事前に電話か FAX で日時を予約してく

ださい。（ 7月 12日（金）午後 3時まで）
●問い合わせ先 県立ろう学校「きこえとことばの相談支援センター」
 ☎ 0553－22－1378
 FAX 0553－22－6419
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秋山聖希くん　5歳（青柳町）
あじさいとカエルを作りました。あじさいはたてよこにおりがみを貼るのが難しかったけれど頑張りました。

3 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

望月　風
ふう
歩
あ

ちゃん
（ 1歳 2カ月・最勝寺）
父　純さん・母　真理さん

杉本　笑
え
舞
ま

ちゃん
（ 1歳 9カ月・鰍沢北）
父　章さん・母　めぐみさん

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

棟方　颯
そう
士
し

くん
（ 9カ月・青柳町）

父　隆士さん・母　香織さん

今村　紗
さ
希
き

ちゃん
（ 1歳 6カ月・長沢）

父　幸永さん・母　典子さん

たくさんケンカもするけ
ど、お兄ちゃんが大好き
です。これからも 2 人
で仲良くね！

初めてのお祭で甚平デ
ビュー !!　これからも
イッパイお出掛けしよう
ね☆

いつもニコニコ笑顔のか
わいい笑舞ちゃん。パパ
もママも大好きだよ♪

わが家のアイドルふうあ
ちゃん☆お姉ちゃん、お
兄ちゃんといつまでも仲
良しでいてね。

編
集
・
発
行
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